
l 研究演題２ 
群⾺県の国保データベースを⽤いた BMI と腎機能低下に関する解析 

群⾺⼤学⼤学院医学系研究科公衆衛⽣学 博⼠ 2 年 中村美紀 
【⽬的】 
我が国の透析患者数は年々増加しており、特に群⾺県の透析患者数は、ほかの地域と⽐較して⾼い⽔準

にある。透析患者数を減らすためには、腎機能低下を予防する取り組みが必要である。慢性腎臓病患者や
⾼齢者において、肥満とやせの両⽅が腎機能低下リスクになるという報告がある。⼀⽅、⼀般集団におい
ては肥満がリスク因⼦として報告されているが、やせと腎機能低下の関係性は検討されていない。そこ
で我々は、透析患者増加の予防を⽬指し、群⾺県の健診データを⽤いて BMI（特にやせ）と腎機能低下
の関連を解析することを⽬的とした。 
【⽅法】 
2018 年度および 2020 年度に特定健診を受診した群⾺県の 40〜74 歳の国⺠健康保険被保険者のうち、

両年度の eGFR および 2018 年度の BMI データが使⽤可能な⼈を対象とした。透析を受けていると⾃⼰
申告した⼈、BMI 14 kg/m2未満または 40 kg/m2以上の⼈を除外し、最終的に 64,970 ⼈を解析対象とし
た。2 年間で eGFR の低下率が 30%以上であることをアウトカムとした。BMI を 7 カテゴリー（14.0-
18.9、19.0-20.9、21.0-22.9、23.0-24.9、25.0-26.9、27.0-29.9、30.0-39.9 kg/m2）に分類した。BMI 23.0-
24.9 kg/m2を基準としたロジスティック回帰分析を⾏い、オッズ⽐（OR）および 95%信頼区間（95% CI）
を算出した。 
【結果】 
年齢、性別、喫煙、飲酒状況、⾎圧、⾎糖、脂質で調整したモデルにおいて、BMI と腎機能低下は逆 J
字型を⽰し、肥満（OR[95% CI] 1.95 [1.24-3.09]）に対しやせ（OR[95% CI] 2.27 [1.55-3.31]）の⽅が
腎機能低下のリスクが⾼かった。性別や年齢、尿蛋⽩の有無、ベースラインの eGFR、糖尿病の有無で分
類したサブグループ解析においても同様の結果だったが、特に尿蛋⽩陰性や⾮糖尿病の群でその傾向が
強かった。 
【考察】 
中⾼年の⼀般集団において、肥満だけでなくやせが腎機能低下のリスクとなることが⽰された。将来の

透析導⼊予防のため、特定健診で保健指導の対象となっていないやせの集団への介⼊が必要だと考えら
れる。 
 
表 1. 2 年間で eGFR の低下率が 30%以上であるオッズ⽐ 

 
 
 
 
 
 

図 1. 表１のグラフ化 
 


